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特別利益（負ののれん発生益）の計上及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026年３月期において特別利益を計上する見込みとなりました。 

また、2025年５月15日に公表しました2026年３月期通期（2025年４月１日～2026年３月31日）の連結業

績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．特別利益（負ののれん発生益）の計上について 

当社は、2026年１月21日に公表いたしました「井嶋金銀工業株式会社の株式取得（子会社化）に関す

るお知らせ」ならびに2026年３月19日に公表いたしました「連結子会社株式の追加取得による完全子会

社化に関するお知らせ」に伴い、2026年３月期において、負ののれん発生益約2,078百万円を特別利益

として計上する見込みとなりました。 

なお、当該企業結合に伴い、2027年３月期上半期においては、棚卸資産の時価評価に伴う影響の一部

が売上原価として計上される見込みであります。 

 

２．2026年３月期通期の連結業績予想の修正 

（2025年４月１日～2026年３月31日）                     （単位：百万円） 

 

取扱高 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 31,080 4,102 1,317 1,279 719 91円60銭 

今回修正予想（Ｂ） 34,217 4,440 1,051 1,038 2,570 327円18銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 3,136 337 △266 △241 1,850 － 

増減率 10.1％ 8.2％ △20.2％ △18.9％ 257.2％ － 

(ご参考)前期実績 

(2025年３月期 通期) 
28,720 3,862 1,142 1,126 668 85円08銭 

 

３．2026年３月期通期連結業績予想の修正の理由 

当社グループの主力事業である成果報酬型広告サービス事業および中古建設機械マーケットプレイス関

連事業において取引が拡大したことにより、取扱高および売上高は当初予想を上回る見込みとなりまし

た。 
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一方で、株主数の増加に伴う株主優待関連費用および株主名簿管理人関連費用が当初想定を上回る見

通しとなったこと、ならびにＭ＆Ａ仲介手数料等を連結処理上、費用として計上することとなるため、

販売費及び一般管理費が増加し、営業利益および経常利益は当初予想を下回る見込みとなりました。 

なお、当連結会計年度においては、一般債権に係る貸倒引当金戻入の影響が販売費及び一般管理費の

減少要因として含まれております。 

また、「１．特別利益（負ののれん発生益）の計上について」に記載のとおり、負ののれん発生益約

2,078百万円を特別利益として計上する見込みであることから、親会社株主に帰属する当期純利益は当

初予想を大きく上回る見込みとなりました。 

 

なお、2026年３月期の配当予想（中間配当：１株当たり12円、期末配当：１株当たり12円）につきま

しては、前回発表予想から変更はございません。 

  

(注) 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

                         以 上 

 


